
令和５年中の神奈川県内における 令和６年１月版

特殊詐欺発生状況等について 神奈川県警察本部
生活安全総務課

１ 特殊詐欺認知状況（暫定値）

２ 特殊詐欺だましの手口

(1) オレオレ詐欺

自宅の固定電話に電話を掛けてきて、息子や孫などを装い、「お金が入った鞄を
なくした」「仕事で失敗してお金が必要」「妊娠させてしまって、示談金が必要」などと
言って現金を用意させ、上司や同僚などを装う犯人が現金を受け取りに来る手口です。

(2) 架空料金請求詐欺

パソコンや携帯電話に「ウイルスに感染した」「利用料金について確認したいこと
があります」などと表示し、メールを送るなどして、表示た電話番号に電話を掛け
させ、ウイルス除去や有料サイト利用料に必要な代金の支払いとして、コンビニ
エンスストア等で電子マネーを購入させ、電子マネーの利用権利や金銭等をだまし
取る手口です。

(3) 融資保証金詐欺

融資に関するメールやFAX等を送り、被害者が申し込みをすると、
「審査は 通ったが、保証金が必要です。」などとだまし、現金を
振り込ませ手口です。

(4) 還付金詐欺

役所等をかたり「医療費（保険料）の払い戻しがあります。」「今日が期限です。」
などと言って、ＡＴＭに誘導し、携帯電話で指示しながら、ＡＴＭを操作させて
犯人の口座に振り込ませる手口です。

(5) 預貯金詐欺・キャッシュカード詐欺盗

警察官、デパート、家電量販店、役所などをかたり、「あなた名義のカードを使っ
て高額な買い物をしている人がいる。」などと電話し、キャッシュカードの交換手続
が必要などと言って、キャッシュカードをだまし取る手口です。
また、「新しいカードが届くまで、この封筒に入れて保管して下さい。」などと言っ

て、封筒にキャッシュカードを入れさせ、隙を見て別の封筒とすり替える手口もあり
ます。



３ 情 報 掲 示 板

令和６年能登半島地震に関連した義援金の募集や寄付、支援物品回収などを口実とした詐
欺に十分注意してください！！

公的機関をかたって、
「義援金を送る活動をしている。支払い方法は振込です。」

支援団体職員をかたって、
「能登半島への募金のため、今から言う口座にお金を振り込んでください。」

「能登半島に送る衣類等の支援物品を集めています。住所や家族構成を

教えてください。」

身内をかたって、
「被災地に知人がいるので支援したい。協力してくれないか。」

などといった話は、詐欺の可能性があります。
震災に関連して、お金を求める電話や訪問があった際は、必ず警察や家族に相談するよう

にしましょう！！


